
② 原発への依存度低減に向け、国際的な情勢も視野に入れ、エネルギー安全

保障や地球温暖化対策との両立をも図るという姿勢で臨む 

 

原発への依存度低減という大きな方向性が共有されつつある中で、この方

向性を、国民生活や産業活動の安定、エネルギー安全保障の確保や温暖化へ

の貢献等とどう両立するかという点が、より鮮明な論点として浮上している。 

 

 

特に、国際情勢、国際的な資源情勢や温暖化を巡る国際世論の動向が流動

的である中で、エネルギー安全保障を確保し、地球温暖化問題に貢献すると

いう要請との両立が重要論点となる。 

 

原発への依存度低減を図る中で、非化石エネルギーへのシフトを旨とする

エネルギー安全保障及び地球温暖化対策をどう確保すればよいのか。原発へ

の依存度低減かつ非化石エネルギーへのシフトに向けて、省エネと再生エネ

ルギーが自立的に拡大する仕組みを実現しなければならないが、これをどう

実現していくのか。原子力というゼロエミッション電源への依存度を下げな

がら、我が国はどう温室効果ガスの排出削減を進めていくべきか。課題解決

先進国として、原子力安全を含めて、技術や人材の育成、確保をどのように

図るのか、国際機関や諸外国との協調・協力をどのように強化していくのか。 

 

選択肢の提示に当たっては、こうした論点に関し課題解決への方策も併せ

て提案する方針で臨む。 

 
 


